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1基本方針

1基本理念

私たちは 地域の中核病院として 住民の立場にたち住民の健康 福祉 安全の向上に貢献します.

]私たちは 言者さまの心 |い身)の場みに共 よし やさしさと思いやりのある医療を日指 t,ヽ す

2患 者さまの医学的情報について 十分な説明を行しヽ P解と納●に基づいた医療の実践を行うとともに

|口人情報の保護に努めます.

3す べての段員が連携して 言者きまの清Pと信■が付られる医療の実践に努めます

4つ れに医療の安全に関する知識と技術の向上にらめます.

5地域の医療 保億 1畠祉 介
=と

の連携

"化
に,め ''■ にl■lかれた病院を目指します

6つ うにコス ト意識をもって業おの効
=化

と|じ平イ
`を

図り 健全運営に必要な財政墓空確保に等めます.

腺 護者の同意を得て掲載l

佐農 佑香さん

`
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「退任のご挨拶J

とを■11ヨいたレき,9 '

■本町病院事業管理者 竹村 司

私の赴●はlTI完経常を託されてのことだった。赴任して 5,の月日が流れた。あっという

間のようで長かったようで 「F.雑な心境である.一つ一つもがきながら取り組んだ.辻
`す

る11は 中独自治体の病院など黒けに転換させるのはほは

'I理

だろう 赤字幅を少しでも減

らすことしかできないだろうと考えていた。

喫緊の課題は言うまでもなく慢1生赤字のこ営改善である。経常

“

普にま,階がある.赤字

体質となっているボトルネックの調査と問画点の明確イヒ 人に 11々 の問題■に対する

“

普

策の策定である。総論と各論である.評紳は省何各するが ハード面、ソフト而において色々

と改善すべき■があった.I・ 場の糾ll力 を正

“

に1巴提することも大切であった。どういった

問題により担枚力が向上しないのか どういった弊■を際けばモチベーションが |がるの

か ,こ れらが分かった後 ll囃政:■ を進めていく上で 組織に対して最初にとのli度の負荷

を力Jす ることから始めるべきか 組織力が養わl■ ていく過程で どの程度までの負

`|を

かけ

ていくのが適切なのか?筋 トレとI」 しである.■附を踏まなければ,(理が来る.せ つかくヽ

み重ねたものが崩′■ていく危険がある.ア ンテナを立てながら ll貝 の

'人

況を観察しながら

の業務となった。

病院

`常
に限らず 経営力訓1調 に進まない理由としては 大きく経常方法の|1適 とそれを

動かすれ繊上のl・l腫の2つである。赴任して 経
=上

の問題には■弦|1早 く気づいた。泄紋

上 すなわち職員の問題には おそらくプロフェツシヨナリズムの意識に乏しい「腐ったリ

ンゴJ力滋 数
'れ

込んでいるのだろうと考えていた。有の中にヽつたリンゴが一つあるとロ

リのリンゴも.‐ り始める。しかし ,」にも府ったリンゴをliし たがなかなか見つからない.

明らかにポトルネックにな0そ うなところが分からない.各吉F者の職員と時間をかけてたく

さん会議しているうちに気づいたことがあった。それ よ自らの力で病院改■に,ウ 利tみ たい

と考える情熱のある職貝が少なからずいたことだった.や つたくてもやれない雰囲気や■1青

(⊃ くしもと]]立病院 広報誌 3月 号



があることだった。これはボ トルネックではなく ラムネの社のビーTが下にZち ていない

l■ltFさ れていない,人態であることに気づいた。llか,体のしれない■しがビー上の上にTIつ

かっていた。その二 しを取り除いて ビー玉を落とすことにした。するとビー上を落として

やるだけで 中の長赦が

'い

よく跳ね出してきた.その丘 しは1可であったかは、今 まもう言

わないておこうと思う。多くの職貝 ま優秀でやる気のある人せであると分かったことは こ

れからの改■を進めていく上で非常にい強いものとなった.こ ′tら のtl力な職員の協力を得

て 病院■力の強化 組織力の強イし 施設鶏 tのつき上げ 専門看誠 I市 の育成手に取 り組ん

だ.その結果、 日標期間で赤字から脱却すること力'で きた.

人百,資 r・ に恵まれて、 ■度な医妹を提供できる病院が良い病院とまllら ない。地ttの l.性

にマッチしたものであることと住民が望むヽ

'と

稿n[を提共できる施設こそが良いⅢ院だと

考えている。当町のような■謹資源の少ない過疎地の白治体では 都市部以 卜に医療

`キ

ュ

ア)と 介護 (ケ ア)の緊密な道携が2,である.せっかく治妹で良くなっても 居t生活の

ための介護環境が充実しないと良い状態を縦■できない.■本町では 地ll包折支,シ ステ

ムの整備の中で 満院は医療だけをやってい′tば■いといった余裕などなかった.そ れを少

しても改善させるためにはどうするべきか I.N中 人年だった。行きついたのは 医療と介謳

のシームレスを連携を病1完主導でIt供できるシステムを■ることだった.その実現のため、

最終の口i,と して 病院内に院F研設型の医療と介護をセットで提■できる介護F療院を開

設した。ソフト ハー ドともに長い道のりだった.

当町に限らず過疎高齢化が進む泄方白治体の公
=病

院のこ■状況はどこもせしいものがあ

るが 一方 まだまたやるべき課題も多い.す つかりm● (すみません)の 医師となった.

しかし ここでの医療を,験 し、医療過疎地の実情を知ることがなければ 自分の医IIと し

てのキャリアの中で、大手な忘オt物 をしていたことには気づかなかっただろう。近艦大学病

院では分院の院長を経験したが またそれとはまったく違った出来事だった。自分にとって

も人生のよい勉強になった。私の座右の銘は 現 状縦■は後退であるJと いう言葉だ。こ

れからの迅営はさらに大変となると思うが 後任の管理者と優秀でやる気のある職員にバ トン

を託そうと思う。私を支えてくれたすべての■員 閂係者に感謝.あ リカ`とうこさいました。

住民の普さま 長きにわたるご支援ありがとうございました。これからも町民の皆さまの

ニーズに対応できる病院となれるよう4カ していく所

`で
す。今後ともよろしくお,い ilし

上げます.

●

くしもと町立病院 広報誌 3月号 |)



竹″ 普鋭著就 rFか らこれまでの取組み

H=04

11305 “

l,管理者 忙li I1311 杓,鈍検査日の■議

R15 C↑ IヽRIに旧画像t'前の充■

RIF

おねしょタト来 ‖ボんリスク機ヽ IABC枝診

'
R18

R19

嗜

`111標

|・■飩,|■

関||=門 タロて

レスパイト入院 1 般病床―地域也括ケア

"ネ
|

レディースタト,て

It:ll

●帷棧|し●換

助 1柿
':来

やのともこ先■による絵画

'のホスビタルアート展ホ
■木町満児 満後児保市菫

口Iけ っとJ ll設

ヽ―●荷生管理昔資ittll`|

R21

R32

R310

l14' ′1護Ftt i l10床 )門 設

|し 置

地llの+さ まに利用していただきや

すい環境rllmの 一景として 'ヽ来診

“

時l・|の拡充や 「レスパイト 哭

急崎一時■謳Jと いった地域の特性

を考慮した入眈条件の見直しを行う

とともに 専門性の高い夕ヽ来診燎の

却i設や樅企部門 I・ 1'根吉F門 の充実

に取り組んできました.ま た、記t
看護師の育成 配置などによる施設

蒸■のりき上げによる診流■lJの 匈

■で 令詢 2年度 3年度と続けて

旱ケ:ユ算となりました.

Rl 12

R53 訪 l・l看護ステーシヨン 開置

―|セ野新開掲載―

令l● 4年 7月 12日 (火曜日)
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よりよい医療の提供を目指して

当院では 労働安全衛生法に基づき衛生委員会を設置しています。衛生委員会とは 職員の世康障害

労働災害を防止することや 健康の保持増進 健康教育を目的として設置するものですが こllら の術

生活動については 労使一体となって取り組むことが大切であり 衛生委員会はその協議の場としての

役割があります。今回 委員会で重要な役割を担う衛生管理者に必要な (第一種衛生管理者資格,を 取

得しました.

衛生管理者とは 労働者数が 50人以上のすべての事業所で設置が

求められている衛生委員会を構成する委員であり 当院ではこれま

で労働安全筒生規則に基づき医師が兼任しておりました.今後は専

門の資格を取得した載員が配置されることによつ よリー層 労働

する環境全体に目を配つながら 労働条件 衛生状態 危険管理な

どを行い 働きやすく怪我や病気が発生しない職場にすることを目

指しています。

定期llに 職場を巡視し 照明 換気 室温 感染対策

‖

陣言物   等.職場環境に関することであれば どんな

些細なことでもチェツクし問題があれば改書する。そうす

ることで 未然にトラブルや事故をli止することができま

す。また 健康診断やストレスチェックの実施を通して

職員の中で健康面に異常のある人やストレスによって体調

を崩しがちな人がいれば 産業医とのパイプ役になること

ができます.

衛生管理者として 職員が快適に過こすことのできる

よつよい職場環境づくりの守り手になれるよう 努め

ていきます。そして健康や職場環境が守られることに

よって 職員のモチベーションが向上し 診療 看護

の生産性があがることで 患者様にとってもよりよい

医療の提供につなかることを信じて職稿を遂行してま

いります.

I支貴 :衛生管理者 徳日 憲彦】

くしもと町立;^院 広報誌 3月号  ・

→一目
=lll」

:J音:封:Jを期待 しす 1ノた

病院での衛生管理者の職務について



1_

ウレアーゼテスト PCR検査

ー

所要時間

検査材料

胃内視境り1液

×胃カメラの検査中にり1出される液を

採取する.安全性が高い。

IJ定方法 機 l■ +1定

【文責 1臨床検査部 山本燿希1

苺のケーキ

助六寿司 にゅうめん

―ピロリ菌 PCR検査の導入

みなさん胃カメラ検査を受けたことはありまつか ?

胃カメラ検育の際にビロリ菌 (ヘ リコパクタービロリ)の感染が疑われる場合

菌の存在を確認するため胃粘蹟をlT取することがあります

当院ではウしアーゼテス トと呼ばれる検査を採用 していますが ビ回り菌の数が少ない場合はll定 に

時間を要するため 結果が当日にわからないことがあります.今後は 所要時 l・lが少なく安全肛の高い

全自動遺伝子解析装置を用しヽた PCR検査を導入します。

胃粘膜

※胃の組織を採取するため

出血のリスクあり

色の変化を目で見て確認

PCR検査を導入することで 除百栞に対する耐性の有無が確記可能に/_り  処方薬の毒択に役立ちます.

当院では入院患者さんに食事で季節を感じていただけるよう 毎月行事食を提供しております.

今回は 春の行事食の―部をご紹介いたします。

しろなのワサビmえ 果の■のしらすmえ

ちらし寿司 鸞・ヘ

2月 節分 3月 ひなまつり
すまし汁

これからも自で見て 食べて楽しめるといったお食事を提Iできるよう

"め
ていさます.

.́」_」..‐コ Lノ

栗羊蘭

最長 24時間 50分

檄

くしもと町立病院 広報誌 3月 号

【文責 :栄養部 上丼麻緒l

蒻
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訪間看護ステーション開設

くしもと町立病院では 令和 5年 3月 より訪l.l石 詰ステーションを開設いたします。

訪間看護とは こ家だで療養されている方を対象に かかりつけ医の指示書に基づさ 看護|1等が居

宅を訪 l・5し て行う看護です。安心して療養生活がXれるよう かかりつけ医と連携を取 りなから il用

者様とご家族のこ要望に沿った適切な看議を提供させていただきます。公,病院の責務として Ill域の

医療と介護の切れ目のないサービスに貢献できるよう 今後も取り組んでまいつます

い 問看護のしくみ )

壼

一 ―
鰊

― 躙

詳しくはくしもと町立病院までお問合せください。

I肛 :0735-62-7]]](イ )ヽ

くしもと町立病院介護医療院より

～「行,J活動の持つ力～

私たちの住んでいる地域には必ず r行事Jがありました。だれもが行事やお祭りに,加 してドキドキ

ワクワクした感情の高ふうや 地域のみんなで楽しんだ曰々を思い出すことがあると思います.こ のよ

うに行事には 土地の人たちのつ7● かりを深・
r 地域をひとつにまとめる力があります。

生活の場である介護医療院でも行事を大切にしています。これまでに開催した 夏祭り 運動会 ク

リスマス会等の,事に参加した利用者様は 普段以上の笑顔や身体の動きが見られます。そして一緒に

活動することでア1用者様同士に自然とつながりが生まれ 行事の最後に流す串本節を間く時には 音を

思い出して若近ったように思えます。今後も利用者様が楽しめる活動を提供できるよう さまざまな行

事を企画していきたいと考えております.

【支貴 :介護支援専円員 〓颯

詈
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